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1. はじめに

岡 山県立 大学 で 日本民俗 舞踊 の指導 を始 めて7年 に

なる。授 業は 日本 民俗舞 踊研 究会や地元の方か ら習得 し

た岩手の 『黒川 さん さ』を軸 に, オ リジナルな民俗 舞踊

エ クササイズをつ くり, 身体 を探 りなが ら学 生達に民俗

舞 踊の楽 しさを伝 える よう努 力 している。

 4年 前 より地元 岡山の踊 りも授 業に取 り入れ ようと, 

県 内3大 盆踊 りの一 つ 『松 山踊 り』を題材 に選 んだ。理

由は, 大学 か ら近 く振 りもや さしく一般参加 で きるか ら

である。 しか し近年 イベ ン ト化 され, 調査 した時 もかな

り踊 りの型が乱 れ, どの踊 りが本 当なのかわか らない。

各地の良い踊 りを見慣 れて きた私 は落胆 していたが, 一

人の女性(Sさ ん)を 発 見。スカウ トして教 えを請 い, 

後 に私の授 業の特別講 師になっていた だいた。(彼 女 は

亡 くなった父親 か ら非常 に厳 しく踊 りを叩 き込 まれ, 結

婚 のため地元 を離れ たが盆には必ず帰省して踊るという。)

 こう して毎年夏 には 『松 山踊 り』を踊 るこ とになった。

学生達 の励 みになれ ばとのSさ んの勧 めで, 3年 前 よ り
"岡山県大連"と して盆踊 りコンテス トに有志が参加 し

ている。今年 は思いが けず準優勝 に輝 き地元の新聞 にも

掲載 され た。嬉 しい反面, 地元以外のずぶの素人が たっ

た4～5回 の練 習で賞 を頂 くとい う複雑 な疑 問 も湧い

た。あくまでも今 の踊 りとは違 う, 彼女が, 昔習った踊 り方

に私がこだわった結果 なのならば, この踊 りに出会ってから

長い間抱 いてきた思 いを, 今こそ明らかにする決意をした。

2. 松山踊 り

 松 山踊 りは(1)地踊 り(2)と仕組 み踊 りの二 つの異 なっ

た風流か らな り, 地踊 りは一般町民の間に生 まれ, 仕組

み踊 りは武士 階級 の間に起 こった。その他 近世になって

(3)やとさ踊 りとい う踊 りが入って きた。現在 は この踊 り

が一番人気である。

(1)地 踊 り…今 か ら352年 前の慶安元年(1648)備 中

 松 山城 主(現 在 の高梁市)水 谷勝 隆が年 に一度 の民衆

 娯 楽 として始 めた踊 り。輪形式 。

(2)仕組 み踊 り…延享元年 (1744) 板倉勝澄が武士 の師弟

 らに勧 めた武家 の踊 り。一定 の型 や歌 もな く舞踊劇の

 ような もの。後 に明治 よ り町民 に移 り, 町内会で出 し

 物 を競 い合 ってい た。昭和10年 頃まで は盛 んであ った

 が, 以後衰退。一昨年復活。

(2)やとさ踊 り…1960年 頃, 高梁 の盆踊 り大会 に近郊か ら

 出演 した テ ンポの速 い踊 りが 地元の 人気 をさ らい以

 後踊 りに加わ る。

3. 松山踊 りの現状

毎年8月14日 ～16日 (PM7～10) JR高 梁駅前の踊り場を

中心に盛大に行われる。今年は延べ11万 人の人出で賑わった。

10年 ほど前から踊りコンテストをしており, 職域 ・一般 ・町内会な

どの40ほ どの連が踊りを競 う。(1)地踊りよりも(3)やとさ踊りに人

気があり, コスチュームも踊り方も様々である。(2)仕組み踊 りは
一昨年復活 したと地元の人は言うが, 全くの剣舞であり昔の

型はとうてい見 ることはできない。(1)(3)は踊り場のまん中に櫓

をしつらえ太鼓と三味線 の灘子をバックに音頭取 りが唄う。

昨年, 社団法人観光協会がで き, 今年 から積極的 な活

動 を行 っている。

＊踊 りフ レンズ結成 …一 般公募 によ りマス コ ッ トガー

ル ・キャラバ ン隊 を募 る。一般7名 ・大学生10名 (う

ち男性4名) 婦人会か ら10回 ほ どの指導 を受 け, PR

のため テレビ出演や近隣の祭 りに赴 く。

＊特設舞台 を設 けその上で踊 る (仕組み踊 りも)

＊八尾の 『越中おわ ら』視 察に行 く な ど。

4. 松 山踊 りの昔 ・今 (地踊 りについて)

昔 (昭和 初期 ～昭和40年 頃) -Kさ ん(73歳)に取材一

＊女性 も男性 も腰 を落 として体 を沈めて踊った。腰 を低

 くし, 右左 の足 の交差 は腰 を綾に して踊 った。胸 か ら

 手 をさげる ことはなかった。

＊曲はかな りゆっ くりしていた。音頭 とりは酒樽 の上で

 ゲ タで拍子 を とりなが ら唄 ってお り, 他 の鳴 り物 はな

 かった。戦後 いつのまにか鳴 り物 が入 って きた。

＊昭 和20年 前後 までは女性が男 装 した り男性 が女装 し

た り変装 してお もしろおか しく踊 ってい た。

＊今 の踊 りは変 わって しまって踊 る気が しない。

今(昭 和40年 頃 ～現在) -Iさ んに取材-

＊ち ゃん とした保存会が な く, 昭和37年 の 岡山国体以後, 

 婦 人会 の方で踊 りの会 を作 った。昔 に比べ て, マス

 ゲーム化 し踊 りを揃 えるようになった。今 は民謡踊 り

 の先生が教 えてい る。皆にわか りやす くす るため に, 

 手 を下か ら月 をみ るよ うにか ざ して とか浮 き浮 きと

 歩 くとかの指導 にな ってい る。

＊自分 も昔の踊 り方 と違 うので, 戸 惑いなが ら皆にあわ

 せてい る。悩むが どうしようもない。

5. むすび

松 山踊 りは も ともと宗教性 が薄 く娯 楽性 に富 み民衆

に親 しまれる踊 りである。時代 が激 しく変 わ り盆踊 りの衰

退 は踊 りを育む地域社会の民衆の支持によって左 右される。

皆か喜 び町も栄え, 明 日の活力を生 むのであらば, これはこ

れ で世 の中の流 れ と言 わざるをえないの かもしれないが, 

せっかく伝承され た踊りがあるのに……勿 体ないと思 う。

行政が, いわゆる商業ペ ースの観光化 をすす めるのは, 

わか らないで はないが, もっと慎重 に今 までその祭 りに

携わ った多 くの地元の人々の声 も聞いて ほ しい と思 う。

また安 易 に民 謡踊 りや 日本舞踊 や剣舞 の先生 に まかせ

れば よい, とい う考 えもどうであ ろうか。

地元の方々 にこの ことへの気付 きが生 まれ, 今の踊 り

はそれ と して, 伝承舞踊 として誇 りをもった取 り組みが

始 まることを願 ってや まない。

全 国的 に, 時代 とともにこ うい う流れは少 な くないで

あろ う。いわゆる, 私 を含 めたこ うした民俗 舞踊の研 究

と行 政の認識 が, 今 こそ急務 である ように思 う。
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